
 

 

 

 

                 

新年度が始まり、一か月が過ぎましたが、新入生は学生生活に 

慣れてきましたか？           

 入学時の血圧測定で、緊張のためか若干高めの方もいらっ 

しゃいましたので、今月は血圧について簡単に説明します。 

 

血圧とは・・・心臓から送り出された血液が血管の内壁を押す力（圧力）のこと。 

       心臓が送り出す血液の量（心拍出量）、それを流す血管の通りづらさ（末梢   

血管の抵抗）、循環血液量、血液の粘着度等の要因で決まります。 

血圧の上、下とは・・・・・・・・・上の血圧は収縮期血圧（最高血圧）といって心臓から

血液を血管に送り出すときの圧力で、下の血圧は拡張期

血圧（最低血圧）で血管から心臓に血液が送り込まれる

ときの圧力です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

血圧は変動します・・・・・・・・・血圧は常に一定ではなく、食事や運動、ストレス、気

温の変化など様々な要因で変動します。 

交感神経と副交感神経からなる自律神経と深い関わ

りがあり、一方の活動が活発な時、もう一方の活動が

弱くなるという特徴があり、日内変動と言って血圧は

交感神経が活発になる日中に上昇し、副交感神経が活

発になる夜に下降します。 

同時に左右の腕で測定しても左右差があり、身体構

造上左よりも右のほうが高くなりやすいので、通常は

右腕で測定します。また、左図の状況の時は上がりや

すくなります。 
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正常血圧は 

最高血圧 

130mmHg 

最低血圧 

85 mmHg 

以下とされて

います 



血圧で何がわかるの？・・・血圧の高い低いによって様々な病気になる（なっている）可 

能性を知ることが出来、主に脳卒中や心臓病など、動脈と心臓

に関する病気が発症する危険度を評価するために行います。 

基準値より高い場合は 

脳・心臓・腎臓疾患の他、糖尿病や高脂血症などが考えら

れます。統計上も血圧の高い人ほど脳卒中や心臓病が発症

する危険度が高いことが実証されています。 

基準値より低い場合は 

            本態性低血圧 特に原因がなく血圧が常に低い状態で、

めまい・頭痛・肩こり・倦怠感・不眠等

様々な症状を起こす。 

            起立性低血圧 横になった状態から急に立ち上がった

り、長時間立ち続けたりすることで血

圧下がり、立ちくらみやめまい等の症

状を起こす。 

                       等があります。 

 
下図の要因が血圧上昇の原因となるので気を付けましょう。 

医務室には血圧計があります。体調不良・気になる事等ありましたら気軽に立ち寄ってくださいね。 

 

 

 

 

高血圧とは、一時的な血圧

上昇ではなく、安静状態で

の血圧が慢性的に正常値

よりも高い状態をいいま

す。高血圧は放置している

と怖い病気ですが、その一

方で自分で見つけられる

病気です。 

痛みなどの症状がなくて

も、健康診断や家庭での血

圧測定によって発見でき

るからです。 

血圧の上がる仕組みは・・・ 


